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精確な細胞数計測で差をつける！
実験の再現性、製造の品質管理には細胞計測の品質が非常に重要です。血球計算盤や自動計測機を用いた場合、
その測定の精確性をどう担保するか？ 悩んでおられる方も多いのではないでしょうか？

細胞計測のゴールドスタンダードであるコールター法によって計測の精確性が担保されたVi-CELL BLUでその悩み

を解消できます。

コールター法と細胞計測

1953年にJoseph R. Coulter JrとWallace H. Coulter兄弟によって開発されたコールター法（図 1）は細胞の個数、
細胞径、体積を正確に測定することができます。コールター法は血球計数装置の98％に採用されており、血液学分野で
標準法として認知されています。また、細胞を含む粒子計測の国際規格であるISO13319-01 : Determination of 

particle size distributions – Electrical sensing zone methoもコア技術として採用されている、いわば細胞計測
のゴールドスタンダードです。

Vi-CELL BLUはこのコールター法と一致する計測値が得られます*1 。

*1 2.0x106/mL以上でコールターカウンター測定値との差が±10％以内

図1.コールター法の原理
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Vi-CELL BLUの測定における精確性

細胞計測にばらつきが大きいと研究や製造に影響はありませんか？
Vi-CELL BLUでは、ばらつきの少ない精確なデータが得られます。

図2は、0.5、4、10 M（×106/mL）の濃度コントールビー
スをVi-CELL BLUで測定（N=8）したときの近似線です。
非常に高い直線性（R2=0.9999）が認められました。
さらに、各濃度の測定間のばらつきは変動係数（CV）
<3.4%と非常に低く抑えられています。

CHO細胞液の希釈列（倍率0.17～ 100％ ： 細胞濃度
0.03～ 18.05 × 106/mL）を測定した場合でも、希釈
列全域で高い直線性（R2＝0.9997）を示し（図3）、さら
に低濃度領域（0.03～ 1.20 × 106 cells/mL）でも高
い直線性（R2=0.9998）が保たれています（図4）。
N=24での測定間のばらつきに関しても、Vi-CELL BLU

の測定範囲内（5 × 104～ 1.5 × 107/mL）においては
CV 1.3～ 8.3％とばらつきが少ない結果が得られました。
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図2.Vi-CELL BLUにおける0.5、4、10 Mの
濃度コントロールビーズの測定結果

図3.Vi-CELL BLUにおける
CHO細胞（0.03～ 18.05 × 106 cells/mL）の測定結果

図4.Vi-CELL BLUにおける
CHO細胞（0.03～ 1.20 × 106 cells/mL）の測定結果
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Beckman CoulterおよびBeckman Coulterロゴは、Beckman Coulter, Inc.の登録商標です。

　　注意 正しく安全にお使いいただくために、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をお読みください。

Vi-CELL BLUの機器間再現性

機器の日常管理

多施設間で分析を行う場合、機器間再現性があるとデータにどう影響しますか？
Vi-CELL BLUは機器間再現性が±10%で管理することができます（当社標準ビーズを用いた場合）。
実際にラテックスビーズ（＃6602796、lot 9747455F）とCHO細胞の希釈列を用いて3台間での機器間再現性を
検証したところ、3台間の変動係数はラテックスビーズおよびCHO細胞でそれぞれ1.3～ 2.4%（図5）、0.9～ 5.1%
（図6）*2と機器間の差は低く抑えられていました。

*2 細胞種、培養のコンディション、凝集の程度、機器のコンディションなどによって変動します

Vi-CELL BLUは、濃度コントロールビーズ（2 M、4 M、10 M*、50％ Viability）を使って機器の日常管理を行う
ことができます。 濃度コントロールを使用することにより、ユーザーの皆様に信頼感を持ってVi-CELL BLUをお使い
いただけます。*M= ×106/mL
また、当社のフィールドサービスエンジニアによるQC（運転時適格性確認）対応も承っております。
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図5.Vi-CELL BLUにおけるビーズ測定の機器間比較 図6.Vi-CELL BLUにおけるCHO細胞測定の機器間比較




